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	応用
	抗原情報
	背景
	3'-5'方向に作用します。DNAへの結合はXRCC6を介していると考えられます。二本鎖切断の修復とV(D)J組換えに必要なDNA非相同末端結合（NHEJ）に関与しています。XRCC5/6二量体は、DNA依存性プロテインキナーゼ複合体DNA-PKの調節サブユニットとして機能し、触媒サブユニットPRKDCのDNAに対する親和性を100倍に高めます。XRCC5/6二量体は、切断されたDNA末端を安定化させ、それらを結合させる役割を担っていると考えられます。
	研究分野
	エピジェネティクスと核シグナル伝達
	画像データ
	

	Ku70 抗体と DAPI (青) を使用した CEM 内の Ku70 (緑) の免疫細胞化学分析。
	

	Ku70 抗体を使用した、Hela、A549、MCF-7、U251 溶解物中の Ku70 のウエスタン ブロット分析。
	

	Ku70抗体を用いたパラフィン包埋ヒト扁桃腺の免疫組織化学染色。抗原賦活化には、高圧高温クエン酸ナトリウム（pH 6.0）を使用した。

